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地域ネット

都議会ネット

浦
幌
ア
イ
ヌ
協
会
（
北
海
道
浦
幌
町
）
の
面
々
が
ア
イ

ヌ
プ
リ
（
ア
イ
ヌ
の
や
り
方
）
で
地
元
の
土
に
戻
し
て

い
る
の
は
、
か
つ
て
研
究
者
に
よ
っ
て
墓
地
か
ら
「
研
究

発
掘
」
さ
れ
、
長
ら
く
北
海
道
大
学
に
留
め
置
か
れ
て

い
た
同
胞
数
十
人
の
遺
骨
た
ち
。
奪
わ
れ
た
遺
骨
へ
の

ア
ク
セ
ス
権
は
国
連
宣
言
が
う
た
う
先
住
権
の
１
項
だ

が
、
同
協
会
が
北
海
道
大
学
か
ら
そ
れ
を
取
り
戻
す
の

に
、
数
年
が
か
り
の
裁
判
闘
争
が
必
要
だ
っ
た
。
翌
朝

に
は
イ
チ
ャ
ル
パ
（
先
祖
供
養
の
儀
式
）
が
営
ま
れ
た
。

2
0
1
8
年
8
月
、
平
田
剛
士
撮
影

狛江ネット
みんなの居場所　流しそうめんとスイカわり
7 月 13 日（土）① 12:00 ～　② 13:30 ～
西河原公園内プレーパーク（狛江市元和泉
3-38-1 ／小田急線狛江駅 10 分）　先着 100 名 
予約制・要申込　参加費：子ども無料、大人
300 円　箸かフォークとマグカップ持参
主催：みんなの居場所　申込先 090-2252-0911

（ヤマグチ）

練馬ネット
それって政治！報告会（仮）
7 月 20 日（土）14：30 ～ 16：00（予定）
サンライフ練馬研修室 2（西武池袋線中村橋駅）
第 1 部・報告会　第 2 部・講演会
講師：大江正章（アジア太平洋資料センター共
同代表）　資料代：500 円　03-3993-4899

西東京ネット
映画「ナディアの誓い」上映会
7 月 28 日（日）① 13：15 ～　② 15：00 ～（上
映時間 95 分）　プラス ･ド ･ パスレル（西東京
市泉町 3-12-25 パスレル保谷 2 階／西武池袋
線保谷駅徒歩 15 分 or バス「保谷庁舎」下車）
2018 年ノーベル平和賞 / 国連親善大使ナディ
ア・ムラドの決意と行動　入場料：大人 1000 円、
子ども・学生 500 円　042-453-4121

武蔵野ネット
水は命を守るとりで　連続学習会
8 月 3 日（土）14：00 ～ 16：00　武蔵野プレ
イス 4 階フォーラム（JR 武蔵境駅南口）

「最後の一滴まで」上映会＆トーク　講師：内
田聖子（アジア太平洋資料センター共同代表）
参 加 費：500 円 ／ 8 月 30 日（ 金 ）14：00 ～
16：00　かたらいの道市民スペース（JR 三鷹
駅北口）　「武蔵野の水　今とこれから」市水道
部担当者のお話、利き水体験ほか　無料
主催：運動グループ創　FAX 0422-36-3767

■「東京都再犯防止推進計画」公表。

　「先生、どうにかできませんか」

　今年1月、野田市の心愛ちゃん（10 歳）の必死のSOSはとど

かず、悲惨な死をとげてしまった。

　昨年 3 月には、目黒区の結愛ちゃん（5 歳）も、「パパママ

ゆるしてください」とノートに書き綴りながら虐待死して

しまった。

　こうした子どもたちの犠牲のうえに、ようやく世論に後押

しされて政府、国会が動き、親・保護者による体罰を禁じた改

正児童福祉法等が提出されて、6 月19日参議院本会議にお

いて全会一致で可決成立した（来年 4 月施行）。親・保護者に

よる体罰を禁止したことは、画期的な出来事であるとはいえ

るが、今後の課題は多く山積している。

　第一には、まだ体罰・暴力の全面的な禁止にまで至ってい

ないことである。全面的な禁止という場合は、まず誰を規制

するのか、規制の主体が問われる。今回は児童福祉法 6 条に

定める「保護者」の範囲内であり、昨年東京で問題となった児

童養護施設内虐待等、施設内虐待の規制に関しては施設長止

まり（同法 47 条 3）であって、施設職員の規制まで至っていな

い。

　第二に、全面的という場合は、規制の対象は、体罰、身体的

な暴力にとどまらず、子どもの権利条約19条のとおり、心罰、

精神的な暴力まで含めて考えるべきである。今年 3 月 28 日

に成立した東京都子供虐待防止条例では、規制の対象に関

し「体罰その他の子供の品位を傷つける罰を与えてはならな

い」（同条例6 条、2条7）とし、精神的な暴力も規制の対象と

してきた。これを国レベルに広げることが課題となる。

　第三には、再発防止にむけたシステム的対応が不十分なこ

とである。再発防止を図るためには、児相の制度上の改善を

図ることが必須である。今回、医師・保健師配置等や児相間の

情報共有や守秘義務などについて一定の前進面もあるが、児

相の人的条件の改善につながる設置基準の改善が見送られ、

東京都の特別区や中核市における児相設置義務化も見送ら

れてしまった。

　なお、この法律では、約6割が養育上「しつけのための体罰」

を容認してきた国民意識（セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン

『体罰実態意識調査』報告書2018 年）については十分考慮さ

れてきたとは思えない。法的に体罰が禁止されたことについ

て、多くの国民、親・保護者は“動揺”を隠せないのではないか。

そこでは、体罰の定義づけ（厚労省）とともに「体罰によらな

い養育法」が問われることになろう。さらに本質的な問題を

付け加えれば、親の懲戒権の見直し（2年後「規定の削除」＝付

帯決議）がどうしても必要である。

喜多 明人
早稲田大学教授・子どもの権利条例東京市民
フォーラム代表

改
正
児
童
福
祉
法
等
の
成
立
を
う
け
て

親
・
保
護
者
の
体
罰
禁
止
の
法
制
化
と

今
後
の
課
題

殿
平
善
彦
さ
ん［
北
大
開
示
文
書
研
究
会
共
同
代
表
］に
聞
く
─
─

先
住
民
族
の
声
は
届
い
た
か

先
住
権
な
き「
ア
イ
ヌ
新
法
」と「
ア
イ
ヌ
遺
骨
返
還
手
続
き
」を
問
い
な
お
す

た
ア
イ
ヌ
は
土
地
を
略
奪
さ
れ
、
生

活
手
段
を
奪
わ
れ
、
政
府
の
指
示
す

る
土
地
に
強
制
的
に
住
ま
わ
さ
れ
た

り
し
た
。
つ
ま
り
、
北
海
道
は
日
本
と

い
う
国
家
の
植
民
地
と
な
り
、
政
府

は
ア
イ
ヌ
と
条
約
な
ど
を
締
結
す
る

義
務
が
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
試
み
る
こ
と
も
な
く
、
あ

た
か
も
無
人
の
荒
野
に
入
植
す
る
か

の
よ
う
に
開
拓
を
進
め
た
の
だ
。
ア
イ

ヌ
は
ア
イ
ヌ
語
な
ど
の
文
化
や
民
族

と
し
て
の
誇
り
も
踏
み
に
じ
ら
れ
、
和

人
へ
の
同
化
を
強
要
さ
れ
た
。そ
し
て
、

こ
の
状
態
は
戦
後
も
続
い
て
き
た
。

■
国
連
宣
言
の
採
択

　

近
年
、
新
た
な
変
化
が
生
ま
れ
た
。

2
0
0
7
年
、
国
連
は
「
先
住
民
族

の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
」
を
採

択
し
、
日
本
政
府
は
賛
成
を
表
明
し

た
。
国
会
で
は
2
0
0
8
年
に
「
ア

イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ
と

を
求
め
る
決
議
」
を
採
択
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
ア
イ
ヌ
を
先
住
民
族
と
認

め
る
施
策
が
論
議
さ
れ
て
き
た
。
そ

■
ア
イ
ヌ
新
法
の
成
立

　

去
る
4
月
19
日
、
国
会
で

「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
。

こ
の
法
律
で
、
じ
つ
に
初
め

て
「
先
住
民
族
」
と
い
う
文

言
が
法
律
に
登
場
し
た
。
つ

ま
り
こ
の
国
で
は
、
ア
イ
ヌ

民
族
が
先
住
民
族
と
法
的
に

認
め
ら
れ
る
ま
で
に
、
明
治

維
新
以
来
1
5
0
年
も
か

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

■
北
海
道
は
植
民
地

　

ア
イ
ヌ
民
族
が
和
人
に
先

立
っ
て
、
北
海
道
を
中
心
と

し
た
島
々
に
居
住
し
て
き
た

こ
と
は
、
歴
史
的
に
明
ら
か

で
あ
る
。
1
8
6
9
（
明
治
2
）
年
、

北
海
道
に
開
拓
使
を
置
い
た
明
治
政

府
は
北
海
道
の
開
拓
に
乗
り
出
し
た
。

屯
田
兵
を
送
り
込
み
、
和
人
の
移
入

を
進
め
た
。
そ
れ
と
共
に
先
住
し
て
き

の
結
果
が
4
月
の
ア
イ
ヌ
新
法
の
成

立
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

■
先
住
権
な
き
先
住
民

　

先
住
民
族
に
は
当
然
な
が
ら
「
先

住
権
」
と
い
う
固
有
の
権
利
が
伴
う

こ
と
は
、国
連
宣
言
が
明
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
度
の
法
律
に
は
「
先
住

民
族
」
と
い
う
文
言
は
出
て
く
る
も
の

の
「
先
住
権
」
と
い
う
文
言
は
出
て
こ

な
い
。
つ
ま
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
は
今
も

「
権
利
な
き
先
住
民
族
」
な
の
だ
。

　

先
住
権
と
は
先
住
す
る
民
族
の
自

己
決
定
権
の
こ
と
で
あ
り
、
自
治
権
、

土
地
権
、
採
取
・
狩
猟
（
生
活
）
権

な
ど
を
指
す
。
先
住
民
族
で
あ
る
ア

イ
ヌ
に
は
こ
れ
ら
の
権
利
が
保
障
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
利
の
主
体

は
歴
史
的
に
居
住
し
て
き
た
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
（
村
落
共
同
体
）
に
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
度
の
新
法
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
観
に
来
日
す
る
観
光
客
な
ど
を

北
海
道
に
呼
ぶ
た
め
白
老
町
に
建
設

中
の
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
の
管
理
に
関
す
る

法
律
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
先
住
権
獲

得
を
め
ぐ
る
た
た
か
い
は
新
た
な
局

面
を
迎
え
た
。

　
2
0
1
9
年
4
月
19
日
、
国
会
で
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」が
成
立
し
た
。ア
イ
ヌ
を
初
め
て
法
的
に「
先
住
民
族
」と
認
め
た
も
の
の
、
国
際
常
識
で
あ
る「
先
住
権
」回
復
に
は
き

わ
め
て
消
極
的
で
、
ア
イ
ヌ
た
ち
が
求
め
続
け
て
き
た
格
差
解
消
に
か
か
る
生
活
支
援
や
教
育
支
援
施
策
も
先
送
り
に
。６
月

に
開
催
さ
れ
た
標
記
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
前
に
、
コ
タ
ン
の
会
と
と
も
に
主
催
団
体
共
同
代
表
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
長
ら

く
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
殿
平
善
彦
さ
ん
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。日
本
国
家
に
よ
る
先
住
民
族
支
配
の
歴
史

を
直
視
し
、課
題
を
共
有
し
、我
が
こ
と
と
す
べ
く
、前
に
進
む
時
で
は
な
い
か（
会
場
：
明
治
学
院
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
）。

6 月 15 日、明治学院大学白金キャンパスを会場に開催された公開
シンポジウム「先住権なき『アイヌ新法』と『アイヌ遺骨返還手続き』
を問いなおす―先住民族の声は届いたか」。中央は、コーディネー
ターの殿平善彦さん。写真提供：コタンの会

コタンの会　https://kotankai.jimdo.com/　　北大開示文書研究会　http://hmjk.world.coocan.jp/
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N
P
O
法
人
こ
だ
い
ら
ソ
ー

ラ
ー
は
、
2
0
1
3
年
2
月
に
市

民
出
資
型
と
し
て
い
ち
は
や
く
ソ
ー

ラ
ー
市
民
発
電
所
を
開
設
。
以
来
、

設
置
数
を
増
や
し
続
け
、
今
回
6
号

機
「
み
ど
り
」、
7
号
機
「
よ
つ
ば
」

の
開
設
と
な
り
ま
し
た
。
民
間
の
福

祉
事
業
所
な
ど
の
屋
根
を
借
り
、
市

民
が
資
金
拠
出
し
て
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
事
業
で
す
。
1
口

10
万
円
な
ど
の
小
口
資
金
を
疑
似
私

募
債
と
い
う
形
で
募
っ
て
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
売
電
収
入
で
5
年
後
10
年

後
に
返
済
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

5
月
23
日
の
、
み
ど
り
＆
よ
つ
ば

の
開
所
式
に
は
小
平
市
環
境
部
長
も

出
席
し
、
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。「
引
き
続
き

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
は

じ
め
と
し
て
、
環
境
負
荷
の
低
減
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
特

に
市
民
発
電
所
は
た
い
へ
ん
誇
り
に

感
じ
て
い
る
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
提
案
に

よ
り
実
現
し
た
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」。
こ
の
計
画
に
基
づ
き

太
陽
光
発
電
日
本
一
を
掲
げ
る
小
平

市
で
は
、
公
共
施
設
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
こ
と
や
家
庭
で
の
設

置
に
補
助
を
す
る
な
ど
、
推
進
の
た

め
の
取
り
組
み
を
重
層
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。市
民
発
電
所
に
つ
い
て
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
や
賃
貸
家
屋
に
住
ん
で

い
て
も
誰
も
が
太
陽
光
発
電
に
参
加

で
き
る
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ

る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
日
本
一
を
掲
げ
る

市
と
の
連
携

　

こ
だ
い
ら
ソ
ー
ラ
ー
と
市
と
は
、

よ
い
距
離
感
を
保
っ
て
協
力
関
係
を

築
い
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点

で
す
。
開
所
式
な
ど
へ
の
出
席
や
、

不
成
立
に
終
わ
り
ま
し
た
が
パ
ネ
ル

を
設
置
す
る
屋
根
を
借
り
る
交
渉
の

橋
渡
し
を
市
が
行
う
な
ど
、
1
号
機

設
置
の
時
か
ら
連
携
が
は
か
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

温
暖
化
防
止
の
た
め
の
省
エ
ネ
啓

発
で
は
、
市
と
の
協
働
事
業
の
経
験

も
あ
り
ま
す
が
、
市
・
市
民
事
業
と

も
互
い
に
、
事
業
性
の
見
極
め
な
ど

も
含
め
あ
く
ま
で
も
市
民
発
の
事
業

で
あ
る
と
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。

小
平
か
ら
、
も
っ
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
！

　

開
所
式
に
は
近
隣
の
市
民
電
力
団

体
も
多
数
参
加
さ
れ
て
お
り
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
ま
ち
づ

く
り
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、

建
物
の
断
熱
の
有
効
性
な
ど
興
味
深

い
お
話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

原
発
に
頼
ら
な
い
電
源
改
革
、

C
O
2

削
減
の
観
点
か
ら
も
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
し
て
い
く

こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
す
れ
ば
地

域
の
経
済
が
豊
か
に
回
り
ま
す
。
市

内
に
限
ら
ず
近
隣
市
と
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
市
民
発
電
所
の

次
は
市
民
に
よ
る
電
力
小
売
供
給
事

業
が
立
ち
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
小
平
市
へ
も
、
新
し
く
で

き
る
ご
み
焼
却
施
設
で
発
電
し
た
電

気
は
、
売
電
せ
ず
に
公
共
施
設
で
使

え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
提
案
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東京都の「ひきこもり」支援
青少年・治安対策本部から福祉保健局へ所管替え
東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］

　

東
京
都
は
、
４
月
か
ら
の
組
織
改

編
に
合
わ
せ
て
、
ひ
き
こ
も
り
支
援

事
業
を
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
か

ら
福
祉
保
健
局
へ
所
管
替
え
を
し
た
。

高
齢
化
長
期
化
す
る
ひ
き
こ
も
り

当
事
者
・
家
族
を
孤
立
さ
せ
な
い
支
援
へ

　

80
代
の
親
が
50
代
の
ひ
き
こ
も
り

状
態
の
子
ど
も
の
生
活
を
支
え
る

「
8
0
5
0
問
題
」。
内
閣
府
の
調
査

で
は
、
全
国
に
40
歳
～
64
歳
で
61
万

人
い
る
と
推
定
さ
れ
た
。
ひ
き
こ
も

り
状
態
の
長
期
化
、
高
齢
化
、
孤
立

し
て
い
る
家
族
の
深
刻
さ
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
な
る
き
っ
か
け
は
、
不

登
校
、
就
労
で
の
挫
折
感
に
よ
る
退

職
、
介
護
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
ま
た
、

「
家
事
手
伝
い
」
の
名
目
に
隠
さ
れ
、

女
性
の
把
握
は
不
十
分
で
あ
る
。

　
「
ひ
き
こ
も
り
」
と
結
び
付
け
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
事
件
が
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、
自
己
責
任
、
家
族
の
責
任
へ

と
追
い
や
る
こ
と
が
問
題
だ
。
ど
こ
に

ど
う
助
け
を
求
め
て
よ
い
か
わ
か
ら

ず
に
い
る
当
事
者
、
家
族
を
孤
立
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、社
会
の
問
題
と
し
て
、

居
場
所
や
相
談
窓
口
を
自
治
体
と
と

も
に
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

　

都
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
対
象
年
齢

は
、
義
務
教
育
終
了
後
の
15
歳

か
ら
概
ね
34
歳
ま
で
。
所
管
部

署
が
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部

だ
っ
た
た
め
の
「
青
少
年
」
と
い

う
年
齢
の
し
ば
り
だ
。
訪
問
相

談
の
「
東
京
都
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」
に
お
い
て
も
34

歳
ま
で
。
生
活
者
ネ
ッ
ト
は
対

象
年
齢
の
拡
大
を
再
三
要
望
し

て
き
た
。
所
管
替
え
に
伴
っ
て
年

齢
制
限
を
な
く
し
た
こ
と
は
大

き
な
一
歩
だ
。
世
代
を
問
わ
ず
、

そ
の
人
に
合
わ
せ
た
支
援
の
充

実
を
今
後
と
も
求
め
て
い
く
。

都
庁
の
電
気
、
再
エ
ネ
８
割
に

ネ
ッ
ト
の
提
案
が
前
進
！

　

都
は
8
月
か
ら
、
第
1
本
庁

舎
で
使
う
電
気
を
1
0
0
％
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
。
都
庁

舎
全
体
で
は
約
8
割
が
再
エ
ネ
に
な

る
。「
都
庁
舎
版
R
E
1
0
0
」
と
称

す
る
取
り
組
み
だ
。「
R
E
1
0
0
」

は
、
事
業
者
が
再
エ
ネ
1
0
0
％
を

宣
言
す
る
も
の
で
、
ネ
ッ
ト
は
昨
年

都
の
「
R
E
1
0
0
」
へ
の
加
盟
を

提
案
し
た
。
都
が
再
エ
ネ
を
積
極
的

に
使
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
再
エ
ネ
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
年
内
に
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
東
京
戦
略
」
を
策
定
し
、

2
0
5
0
年
C
O
2

実
質
ゼ
ロ
に
向

け
て
目
標
と
道
筋
を
示
す
と
し
て
い

る
。
今
年
5
月
に
は
、
世
界
の
主
要

都
市
で
構
成
す
る「
U
2
0
メ
イ
ヤ
ー

ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
」
が
東
京
で
開
催
、

２
０
５
０
年
ま
で
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
1
0
0
％
が
共
同
声
明
に
明

記
さ
れ
た
。
C
O
2

実
質
ゼ
ロ
と
再

エ
ネ
1
0
0
％
で
は
、
微
妙
に
意
味

が
違
っ
て
い
る
。
せ
っ
か
く
共
同
声

明
に
明
記
さ
れ
た
再
エ
ネ
1
0
0
％

を
東
京
戦
略
に
も
目
標
と
し
て
盛
り

込
む
べ
き
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現

の
た
め
に
、
環
境
基
本
計
画
を
見
直

し
、
具
体
的
な
道
筋
を
示
す
必
要
が

あ
る
。
さ
ら
に
積
極
的
な
取
り
組
み

を
今
後
も
求
め
て
い
く
。

写真展・となりの宋さん　「慰安婦」被害を訴え、生き抜いた宋神道
（ソン・シンド）さんを記憶する

7月14日（日）～ 21日（日）　平日13：00 ～ 20：00、土日11：00 ～ 20：00 （最終日～ 16：
00）　なかの ZERO 本館展示ギャラリー（JR 中野駅南口 8 分）　入場無料
◇トークイベント　各回1000円・定員有・要予約　①14日（日）14：00 ～同西館学習室1 ／ 
② 18日（木） 19：00 ～同本館視聴覚ホール／③ 20日（土） 18：30 ～同西館学習室 4 ／
④ 21 日（日） 14：00 ～ 同 西 館 学 習 室 1　 実 行 委員会 090-9828-2232（7/1 ～ 21）　
tonari923@gmail.com　 https://twitter.com/SongTonarino

都心低空飛行問題シンポジウム
～計画を見直させるために今何をすべきか
7月19日（金）18：30 ～ 20:45　きゅりあん1 階小ホール（JR 京浜東北線・りんかい線・
東急大井町線大井町駅）　基調講演：杉江弘（航空評論家）　パネル討論　500円（18 歳
以下無料）　都心低空飛行問題シンポジウム実行委員会　090-6193-6969（大村）　
teikuu20190719@gmail.com　 https://ameblo.jp/haneda2019symposium

市
民
電
力
発
電
所
：こ
だ
い
ら
ソ
ー
ラ
ー

新
た
に
６
号
機「
み
ど
り
」、７
号
機

「
よ
つ
ば
」を
設
置
！

編集後記／今年もまた、沖縄「慰霊の日」がやってくる。１９４５年、じつに３カ月にわたった地上戦で約２０万人（当時の沖縄県民の４人に一
人）が戦死したとされる、沖縄戦の犠牲者を悼む日だ。一方、政府 /総務省は「一般戦災HP」を開設（１９７７年～）し、「全国戦災史実調査報
告書」を取りまとめてきた。ところが、今日に至るも、一部情報を除いて「沖縄県は対象外」となっている。沖縄戦における戦死者数とその被災実
態や、沖縄戦に先立つ那覇市街地への無差別空襲の様も、政府は詳細調査の対象としたくないようなのだ。「アイヌ新法」の偽善・欺瞞と符合する
かの、いまなお続く「差別」。それを支えているのは、私たちの社会、政府であることを知らされるその日、6月２３日がもう明日に迫っている。（加藤）

小
平
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

さ
と
う 

悦
子

左：7 号機「よつば」。　右：上空から 6 号機「みどり」をみる

東京・生活者ネットワークは、
第 25 回参議院議員「比例代表」選挙にむ
けて、若林ともこさん（立憲民主党）、岸まき
こさん（立憲民主党）の推薦を決定しました

ロ
ー
カ
ル
か
ら
政
治
を
変
え
る

チ
ャ
ン
ス
に
！

参議院議員「比例代表」選挙

若林ともこ  わかばやし・ともこ

生活者の声が響く政治を！
● 1961 年広島県広島市生まれ。元神奈川
県議会議員、元横浜市会議員、神奈川ネッ
トワーク運動前事務局長。立憲民主党・
参議院比例第 18 総支部長。
https://wakabayashitomoko.jp/

岸まきこ  きし・まきこ

仲間とともに、仲間のために
ともに真っすぐ！
● 1976 年 北海道岩見沢市（旧栗沢町）生
まれ。全日本自治団体労働組合（自治労） 
特別中央執行委員（組織対策担当）、立憲
民主党参議院比例第 13 総支部長。
http://kishimakiko.com/

6 号機「みどり」が設置された社会福祉法人
の前で


